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平成18年４月５日発行

第16号

①委員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の

　推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。

②会の任務：(1)原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視

　　　　　　(2)事業者等への提言

　　　　　　(3)会での議論、活動等の住民への情報提供

　　　　　　(4)委員の研修

　　　　　　(5)その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席

④会議の種類：定例会(毎月１回)

　　　　　　　臨時会(必要に応じ開催）

　　　　　　　※会は、原則すべて公開。

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業

者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況

を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年５月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会(｢地域の会｣)

１

地域の会　概要

新潟県原子力安全対策課　谷中課長柏崎市　会田市長

刈羽村　品田村長 東京電力㈱　柏崎刈羽原子力発電所
千野所長

▲第32回定例会　情報共有会議
　（平成18年２月１日㈬　柏崎産業文化会館３F大ホール）



ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒
の
ひ
び
等
に
つ
い
て

第
33
回
定
例
会

第
33
回
定
例
会
３
件
に
質
疑
が
集
中

新潟県知事　泉田　裕彦　様

新潟県国民保護計画（素案）に対する意見

　度重なる審議を重ねられ、まとめ上げられた協
議会に敬意を表します。

　地域の会としては、原子力発電所の立地に住ま
う住民として、一言申し上げます。

　県内には重要施設が多数ありますが、原子力発
電所は他の施設と特性が大きく異なります。原子
力発電所が武力攻撃等を受け、放射性物質又は放
射線が発電所外へ放出される被害が発生すれば、
その影響は計り知れず大変な事態を招くことにな
ります。

　このことから、国民保護計画と同時に、こうし
た事態も平和的解決が可能であり、他の原子力発
電所立地の自治体とも協力して国に対し武力攻撃
事態の回避に向けた不断の外交努力を継続的に求
めていただきたいと願います。

平成18年３月１日

　　　　　　柏崎刈羽原子力発電所の
　　　　　　　　　　透明性を確保する地域の会

　

計
画
の
細
部
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

原
発
周
辺
の
住
民
と
し
て
の
最
大
の
望
み
を
意
見
と
し
て

提
出
し
た
い
。（
国
民
保
護
計
画
に
対
す
る
意
見　

全
文
は
左
記
）

第33回定例会の概要
開 催 日

場 所

出 席 者

オブザーバー

内 容

平成18年3月1日(水)

柏崎原子力広報センター　研修室

21名(欠席3名)

新潟県、柏崎市、刈羽村、保安検査官事務所、

地域担当官事務所、東京電力㈱

●前回定例会以後の動き

●質問事項に関する回答

ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒
の
ひ
び
等
に
つ
い
て

　

福
島
第
一
６
号
機
（
停
止
中
）
で
平
成
18
年

１
月
９
日
に
発
見
さ
れ
た
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型

制
御
棒
の
シ
ー
ス
（
さ
や
）
部
と
タ
イ
ロ
ッ
ド

（
心
棒
）
の
ひ
び
に
つ
い
て
保
安
院
は
各
電
力

会
社
に
調
査
を
命
じ
、
そ
の
結
果
、
当
面
の
措

置
と
し
て
運
転
中
の
原
子
炉
に
つ
い
て
は
一

定
以
上
中
性
子
を
照
射
さ
れ
た
同
型
の
制
御

棒
に
つ
い
て
全
部
挿
入
す
る
対
応
を
と
っ
た
。

Ｑ　

ひ
び
発
生
の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
の

に
、
な
ぜ
、
全
挿
入
で
運
転
を
継
続
さ
せ
た
の

か
。

Ａ　

(

保
安
院)

中
性
子
の
照
射
で
あ
る
程
度

ひ
び
が
入
る
と
い
っ
た
知
見
は
我
々
に
も
あ

り
、
そ
の
状
態
で
の
健
全
性
は
こ
れ
ま
で
も

確
認
し
て
き
た
。
現
在
、
慎
重
に
事
象
を
解
析

中
。

Ｑ　

当
該
の
制
御
棒
を
全
挿
入
で
運
転
す
る

こ
と
の
安
全
性
は
本
当
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　
(

保
安
院)

原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
Ｊ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
や
原
子
力
研
究
所
な
ど
複
数
の
機

関
に
健
全
性
の
確
認
な
ど
の
依
頼
や
指
示
を

出
し
て
い
る
。

Ｑ　

ス
テ
ン
レ
ス
３
１
６
Ｌ
材
を
シ
ー
ス
部

に
使
っ
た
制
御
棒
は
20
年
近
く
前
か
ら
あ
る
。

そ
れ
が
こ
の
１
月
に
ひ
び
が
見
つ
か
っ
て
調

査
し
た
ら
２
割
も
ひ
び
が
入
っ
て
い
た
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

（
東
京
電
力
）
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒

の
導
入
当
初
か
ら
、
使
用
済
み
と
な
る
ま
で

の
４
〜
５
サ
イ
ク
ル
の
間
で
は
定
期
検
査
毎

に
確
認
を
行
っ
た
が
ひ
び
が
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
、
使
用
に
耐
え
る
も
の
と
し
て
い
た
。
現

在
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
解
明
を
急
い

で
い
る
。

Ｑ　

な
ぜ
全
挿
入
す
る
の
か
。

Ａ　

(

保
安
院)

制
御
棒
が
入
ら
な
く
な
る
こ

と
は
安
全
上
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
避
す

る
た
め
の
対
応
で
あ
る
。

Ｑ　

タ
イ
ロ
ッ
ド(

心
棒)

が
折
れ
た
場
合
の

現
象
と
対
応
は
。

Ａ　

(

保
安
院)

毎
月
制
御
棒
の
動
作
確
認
試

験
を
行
っ
て
お
り
、
動
作
に
異
常
が
あ
れ
ば

確
認
で
き
る
。
そ
の
点
検
結
果
で
安
全
性
が

確
保
さ
れ
な
い
よ
う
な
状
況
な
ら
、
当
然
原

子
炉
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

意
見　

技
術
的
に
問
題
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
運
転
し
な
が
ら
こ
と
を
進
め
ら
れ
る

の
は
住
民
感
情
と
し
て
は
不
安
。
こ
の
こ
と

を
考
え
て
も
ら
え
な
い
か
。

意
見　

そ
の
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
努
力
と
姿

勢
が
も
っ
と
早
く
に
必
要
で
は
な
い
か
。

新
潟
県
国
民
保
護
計
画
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
を
提
出
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第
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会

第
31
回
定
例
会

第31回定例会の概要
開 催 日

場 所

出 席 者

オブザーバー

内 容

　　

第
30
回
定
例
会
で
の
「
送
電
線
下
で
の
電

磁
界
の
健
康
影
響
は
」
と
い
う
質
問
に
つ
い

て
、
保
安
院
及
び
東
京
電
力
（
株
）
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

【
原
子
力
安
全
・
保
安
院
電
力
安
全
課
】

　

電
気
、
磁
気
の
あ
る
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
電

界
、
磁
界
と
呼
び
、
電
流
や
磁
気
の
向
き
や
強

さ
が
変
化
す
る
と
電
界
と
磁
界
が
互
い
に
影

響
し
、
電
磁
波
と
し
て
波
の
よ
う
に
伝
わ
り
、

伝
わ
る
場
所
を
電
磁
界
と
呼
び
ま
す
。
電
磁

界
は
距
離
と
と
も
に
急
激
に
弱
ま
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。電
磁
波
は
波
長（
周
波
数
）に
よ
っ

て
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
光
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
の
電
波
も
電
磁
波
の
一
種
で
、
ま
た
、
送
電

線
や
家
電
製
品
か
ら
も
電
磁
波
は
発
生
し
ま

す
。

　

送
電
線
か
ら
出

る
電
磁
界
は
周
波

数
に
よ
っ
て
超
低

周
波
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
健
康
影
響

に
つ
い
て
は
「
疫

学
研
究
」
と
「
生
物

学
的
研
究
」
を
総

合
的
に
評
価
し
因

果
関
係
の
有
無
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
疫
学
研
究
結
果
及
び
生
物
学
的

研
究
結
果
共
、
健
康
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
示
唆
す
る
再
現
性
の
あ
る
結
果
は

得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
機
関
や
専
門
機

関
で
健
康
影
響
に
つ
い
て
見
解
を
出
し
て
い

る
が
、
結
果
は
出
て
い
な
い
。
国
際
が
ん
研
究

機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
「
発
が
ん
性
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
」と
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
電
磁
界
に
対
す
る
規
制
は
電
界
に

関
し
て
、
人
の
感
電
防
止
の
た
め
に
電
気
事

業
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
磁
界
に

関
し
て
は
人
体
に
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う
証

拠
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
規
制
値
を

定
め
て
い
な
い
。

　

身
の
回
り
の
電
磁
界
の
強
さ
を
比
べ
る
と

送
電
線
の
下
で
の
電
磁
界
の
大
き
さ
を
例
え

て
み
て
も
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
よ
り
も
小
さ

く
掃
除
機
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
同
じ
程
度
。

い
ず
れ
の
場
合
も
国
際
非
電
離
放
射
線
防
護

委
員
会
設
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
も
十
分

低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

【
東
京
電
力
】

　

当
社
と
し
て
も
保
安
院
の
説
明
の
と
お
り

送
電
設
備
か
ら
発
生
す
る
電
磁
波
は
、
国
の

見
解
を
超
え
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
、
当
社
独

自
の
動
物
実
験
結
果
か
ら
み
て
も
、
人
の
健

康
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

【
質
疑
・
応
答
】

Ｑ　

東
京
電
力
は
実
験
し
て
い
る
と
言
い
な

が
ら
、
デ
ー
タ
を
示
さ
ず
に
安
全
だ
と
言
っ

て
い
る
。
送
電
線
ル
ー
ト
で
の
測
定
値
を
調

べ
て
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

（
東
京
電
力
）
実
験
結
果
の
デ
ー
タ
は
報

告
す
る
。
ま
た
、
送
電
線
下
の
磁
界
の
実
測
値

も
あ
る
が
、
委
員
と
協
議
を
し
、
場
所
を
決
め

測
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ｑ　

東
京
電
力
の
送
電
線
は
学
校
の
上
を
通
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

Ａ　

（
東
京
電
力
）
柏
崎
刈
羽
原
発
の
送
電
線

ル
ー
ト
で
は
線
下
に
は
学
校
は
な
い
。

前
回
定
例
会
以
後
の
報
告
が

各
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
あ
り
、

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

Ｑ　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
計
画
に
つ
い
て
具

体
的
な
場
所
を
示
さ
な
い
発
表
は
、
信
頼
回

復
の
観
点
か
ら
も
納
得
で
き
な
い
。

Ａ　

（
東
京
電
力
）
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
て

申
し
上
げ
ら
れ
る
範
囲
の
計
画
を
記
載
し
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
安
全
運
転
の
徹
底
、

業
務
品
質
の
向
上
に
努
め
、
信
頼
回
復
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

専
門
講
師
を
招
き

　
　
　
　
　

勉
強
会
を
実
施

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
原
子
力
地
域
防
災
支
援
セ
ン
タ
ー
」

理
事　

泉
幸
男
氏
を
講
師
に
招
き
、「
放
射
能

と
放
射
線
の
基
礎
」
を
テ
ー
マ
に
人
体
へ
影

響
・
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た
。

Ｑ　

放
射
能
は
洗
い
流
せ
ば
落
ち
る
と
言
う

が
、ど
の
種
類
の
放
射
能
で
す
か
。

Ａ　

放
射
性
物
質
の
状
態
に
は
固
体
・
液
体
・

気
体
と
あ
り
、
気
体
に
も
ガ
ス
状
や
粒
子
状

の
も
の
が
あ
る
。
ウ
ラ
ン
燃
料
が
粒
子
な
の

で
放
射
性
物
質
も
大
部
分
粒
子
と
考
え
て
良

い
。

Ｑ　

燃
料
被
覆
管
（
さ
や
）
が
破
損
し
た
時
に

出
る
放
射
性
物
質
の
種
類
は
何
か
。

Ａ　

極
く
微
小
な

穴
の
場
合
は
気
体

状
の
希
ガ
ス
が
出

や
す
く
、
穴
が
大

き
く
な
れ
ば
粒
子

状
の
放
射
性
物
質

も
出
や
す
く
な
る
。

平成18年1月11日(水)

柏崎原子力広報センター　研修室

18名(欠席6名)

新潟県、柏崎市、刈羽村、保安検査

官事務所、地域担当官事務所、

東京電力㈱、保安院電力安全課

●前回定例会以後の動き

●質問事項に関する回答

　・電磁界について

●勉強会「放射能と放射線の基礎」

　　講師　泉　幸男氏

　　（NPO　原子力地域防災支援センター　理事） 電
磁
界
の
健
康
影
響
に
つ
い
て
質
疑
応
答



　

福
島
第
二
３
号
機
の
原
子
炉
再
循
環
系
配

管
で
検
査
で
ひ
び
が
確
認
さ
れ
た
部
分
を
交

換
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
な
ひ
び
が
確
認
さ
れ

た
。
保
安
院
は
切
断
前
の
超
音
波
探
傷
試
験

で
の
経
過
、
技
術
的
根
拠
に
つ
い
て
平
成
18

年
２
月
８
日
に
報
告
を
求
め
た
。

Ｑ　

柏
崎
で
も
同
様
な
見
落
し
が
な
い
の
か
。

Ａ　

(

東
京

電
力)

福
島

と
同
じ
評
価

過
程
を
踏
ん

で
、
溶
接
部

の
配
管
内
側

で
見
ら
れ
る

裏
波
と
言
わ

れ
る
も
の
と

判
断
し
た
事

例
は
な
い
。

Ｑ　

「
今
ま

で
再
循
環
系
配
管
で
の
ひ
び
は
見
落
と
し
は

な
い
」と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

(

東
京
電
力)

原
因
を
調
査
し
、
対
策
を

考
え
、
検
査
の
精
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

過
去
に
も
、
超
音
波
探
傷
の
精
度
を
上

げ
る
と
か
、
Ｘ
線
を
使
う
な
ど
聞
い
た
が
、
ど

う
か
。

Ａ　

(

東
京
電
力)

今
回
も
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ

イ
法
と
い
う
新
し
い
測
定
方
法
を
取
り
入
れ

た
が
、
溶
接
の
裏
波
と
ひ
び
が
近
接
し
て
い

た
、
非
常
に
信
号
が
弱
か
っ
た
、
全
周
に
渡
る

信
号
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
裏
波
に
よ

る
信
号
と
誤
認
し
た
。
今
後
、
そ
う
い
う
こ
と

の
な
い
よ
う
な
策
を
確
立
し
て
い
く
。

意
見　

検
査
す
る
姿
勢
と
し
て
、「
ひ
び
が
な

い
こ
と
」
を
確
認
す
る
の
で
は
な
く
「
ひ
び
を

見
つ
け
る
」
、「
傷
だ
と
疑
っ
て
か
か
る
」
と
い

う
感
覚
で
検
査
し
て
ほ
し
い
。 

流
量
計
試
験
デ
ー
タ
の
不
正
に
つ
い
て

超
音
波
探
傷
試
験
で

　
　
　
　
　
　

確
認
で
き
な
か
っ
た
亀
裂
に
つ
い
て

超
音
波
探
傷
試
験
で

　
　
　
　
　
　

確
認
で
き
な
か
っ
た
亀
裂
に
つ
い
て

流
量
計
試
験
デ
ー
タ
の
不
正
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
２
月
９
日
に
㈱
東
芝
か
ら
柏
崎

刈
羽
７
号
機
に
つ
い
て
も
原
子
炉
給
水
・
復

水
流
量
計
の
実
流
量
試
験
デ
ー
タ
に
不
正
が

あ
る
と
保
安
院
に
報
告
が
あ
り
、
東
芝
本
社

等
に
立
入
調
査
が
行
わ
れ
た
。

Ｑ　

こ
の
不
正
問
題
に
対
し
て
国
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

Ａ　

(

保
安
院)

電
気
事
業
法
や
原
子
炉
等
規

制
法
で
は
電
気
事
業
者
を
規
制
対
象
と
し
て

お
り
、
東
芝
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
で

き
る
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
。
現
在
は
不
正

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い

る
段
階
で
、
そ
の
結
果
に
よ
り
事
業
者
で
あ

る
東
京
電
力
に
改
善
な
り
の
命
令
を
出
す
こ

と
に
な
る
。

Ｑ　

こ
の
流
量
計
の
役
目
は
な
に
か
。

Ａ　

(

エ
ネ
庁)

原
子
炉
を
通
る
水
の
量
を
元

に
、
原
子
炉
で
ど
れ
だ
け
の
熱
が
出
て
い
る

か
計
算
し
て
い
る
。

Ｑ　

こ
の
流
量
計
が
設
置
し
て
あ
る
部
分
は

流
速
が
速
く
な
る
よ
う
だ
が
、
減
肉
管
理
は

大
丈
夫
か
。

Ａ　

(

東
京
電
力)

手
元
の
資
料
で
は
回
答
で

き
な
い
。

意
見　

原
子
炉
設
置
許
可
で
の
精
度
は
満
た

し
て
い
た
が
東
電
に
納
入
す
る
際
の
精
度
に

達
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
高

い
精
度
を
求
め
す
ぎ
る
と
そ
れ
が
で
き
な
か
っ

た
と
き
に
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

福
島
第
一
６
号
機
（
停
止
中
）
で
平
成
18
年

１
月
９
日
に
発
見
さ
れ
た
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型

制
御
棒
の
シ
ー
ス
（
さ
や
）
部
と
タ
イ
ロ
ッ
ド

（
心
棒
）
の
ひ
び
に
つ
い
て
保
安
院
は
各
電
力

会
社
に
調
査
を
命
じ
、
そ
の
結
果
、
当
面
の
措

置
と
し
て
運
転
中
の
原
子
炉
に
つ
い
て
は
一

定
以
上
中
性
子
を
照
射
さ
れ
た
同
型
の
制
御

棒
に
つ
い
て
全
部
挿
入
す
る
対
応
を
と
っ
た
。

Ｑ　

ひ
び
発
生
の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
の

に
、
な
ぜ
、
全
挿
入
で
運
転
を
継
続
さ
せ
た
の

か
。

Ａ　

(

保
安
院)

中
性
子
の
照
射
で
あ
る
程
度

ひ
び
が
入
る
と
い
っ
た
知
見
は
我
々
に
も
あ

り
、
そ
の
状
態
で
の
健
全
性
は
こ
れ
ま
で
も

確
認
し
て
き
た
。
現
在
、
慎
重
に
事
象
を
解
析

中
。

Ｑ　

当
該
の
制
御
棒
を
全
挿
入
で
運
転
す
る

こ
と
の
安
全
性
は
本
当
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

(

保
安
院)

原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
Ｊ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
や
原
子
力
研
究
所
な
ど
複
数
の
機

関
に
健
全
性
の
確
認
な
ど
の
依
頼
や
指
示
を

出
し
て
い
る
。

Ｑ　

ス
テ
ン
レ
ス
３
１
６
Ｌ
材
を
シ
ー
ス
部

に
使
っ
た
制
御
棒
は
20
年
近
く
前
か
ら
あ
る
。

そ
れ
が
こ
の
１
月
に
ひ
び
が
見
つ
か
っ
て
調

査
し
た
ら
２
割
も
ひ
び
が
入
っ
て
い
た
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

（
東
京
電
力
）
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒

の
導
入
当
初
か
ら
、
使
用
済
み
と
な
る
ま
で

の
４
〜
５
サ
イ
ク
ル
の
間
で
は
定
期
検
査
毎

に
確
認
を
行
っ
た
が
ひ
び
が
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
、
使
用
に
耐
え
る
も
の
と
し
て
い
た
。
現

在
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
解
明
を
急
い

で
い
る
。

Ｑ　

な
ぜ
全
挿
入
す
る
の
か
。

Ａ　

(

保
安
院)

制
御
棒
が
入
ら
な
く
な
る
こ

と
は
安
全
上
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
避
す

る
た
め
の
対
応
で
あ
る
。

Ｑ　

タ
イ
ロ
ッ
ド(

心
棒)

が
折
れ
た
場
合
の

現
象
と
対
応
は
。

Ａ　

(

保
安
院)

毎
月
制
御
棒
の
動
作
確
認
試

験
を
行
っ
て
お
り
、
動
作
に
異
常
が
あ
れ
ば

確
認
で
き
る
。
そ
の
点
検
結
果
で
安
全
性
が

確
保
さ
れ
な
い
よ
う
な
状
況
な
ら
、
当
然
原

子
炉
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

意
見　

技
術
的
に
問
題
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
運
転
し
な
が
ら
こ
と
を
進
め
ら
れ
る

の
は
住
民
感
情
と
し
て
は
不
安
。
こ
の
こ
と

を
考
え
て
も
ら
え
な
い
か
。

意
見　

そ
の
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
努
力
と
姿

勢
が
も
っ
と
早
く
に
必
要
で
は
な
い
か
。

第
32
回
定
例
会

第
32
回
定
例
会

情
報
共
有
会
議
で
県
・
市
・
村
・
事
業
者

　
　
　
　
　

の
代
表
と
意
見
を
交
わ
す

第32回定例会の概要
開 催 日

場 所

出 席 者

オブザーバー

内 容

平成18年2月1日(水)

柏崎産業文化会館　３Ｆ大ホール

22名(欠席2名)

新潟県、柏崎市、刈羽村、保安検査

官事務所、地域担当官事務所、

東京電力㈱

●前回定例会以後の動き

●オブザーバーとの意見交換

　・新潟県原子力安全対策課長

　・柏崎市長

　・刈羽村長

　・東京電力　所長

　（
新
潟
県
原
子
力
安
全
対
策
課　

谷
中
課
長
）

■
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

　

発
電
所
の
安
全
に
対
し
て
は
、
原
子
力
防

災
、
原
子
力
安
全
、
環
境
放
射
線
監
視
と
い
う

三
本
柱
で
取
り
組
ん
で
い
る
。最
近
で
は
、

・
安
全
協
定
の
改
定
（
情
報
公
開
の
推
進
、
県

　

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
）

・
安
全
対
策
の
ベ
ー
ス
と
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

　

エ
ラ
ー
の
防
止
を
根
付
か
せ
る
べ
く
事
業

　

者
に
要
請

・
新
潟
県
国
民
保
護
計
画
の
今
年
度
末
の
策

　

定
に
向
け
た
意
見
募
集

　

な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柏
崎
市　

会
田
市
長
）

■
原
子
力
に
対
す
る
思
い

　

市
政
の
舵
取
り
は
市
民
の
意
見
を
良
く
聞

き
な
が
ら
や
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
と
安
全

に
関
し
て
は
立
場
の
違
い
を
越
え
た
共
通
の

問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

国
の
原
子
力
政
策
、
行
政
が
大
き
な
転
換

点
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
原
子
力
政

策
大
綱
改
定
や
原
発
に
ま
つ
わ
る
交
付
金
制

度
の
流
れ
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
国
の
自
治

体
で
構
成
す
る
全
原
協
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
振
興
か
ら
最
近
で
は
安
全
性
に

重
点
が
移
っ
て
き
た
よ
う
に
感
ず
る
。
一
つ

の
懸
念
と
し
て
高
経
年
化
問
題
と
固
定
資
産

税
の
漸
減
が
あ
る
。

　

ま
た
市
の
原
子
力
防
災
計
画
も
来
年
度
よ

り
実
効
性
の
あ
る
も
の
へ
と
見
直
し
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
刈
羽
村　

品
田
村
長
）

■
フ
ラ
ン
ス
の
状
況

　

過
去
３
回
の
フ
ラ
ン
ス
訪
問
で
気
質
の
違

い
と
い
う
も
の
を
一
番
感
じ
て
い
る
。
日
本

で
は
市
町
村
合
併
や
地
方
分
権
が
話
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
あ
ち
ら
で
は
地
方
が
し
っ
か
り

と
自
立
し
て
い
る
。
住
民
、
事
業
者
、
規
制
機

関
が
、日
本
と
違
い
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
発
電
所
周
辺
に

は
軍
隊
が
駐
留
し
て
い
る
、
消
防
も
こ
ち
ら

で
言
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
組
織
で

あ
る
、
事
業
者
は
地
域
に
対
し
税
金
の
よ
っ

て
の
み
貢
献
し
て
お
り
、
お
互
い
そ
れ
で
十

分
と
認
識
し
て
い
る
な
ど
対
等
の
関
係
に
あ

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

（
東
京
電
力
㈱　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野
所
長
）

■
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
防
止
対
策

　

不
適
合
管
理
を
対
策
の
要
と
し
、
組
織
的

な
管
理
・
掌
握
を
す
る
と
と
も
に
様
々
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
最
後
は
実
際
に
作

業
を
行
う
一
人
一
人
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
、

現
場
第
一
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

■
協
力
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　

充
実

　

約
５
０
０
社
、
４
、
０
０
０
人
が
働
く
協
力

企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に

取
る
か
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
作
業
管
理
と
品
質
管
理
及
び
安

全
管
理
を
協
力
企
業
と
一
緒
に
す
る
、
情
報

の
共
有
化
、
企
業
協
議
会
を
設
け
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
。

　

こ
の
２
つ
の
活
動
を
通
し
地
域
の
安
心
・

信
頼
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
。

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
に

対
す
る
意
見
を
国
・
県
・

市
・
村
・
事
業
者
に
対
し

て
提
出
し
た
。

原子力防災訓練を視察して

　日ごろ原子力発電所の安全対策に尽力いただいている
ことに敬意を表します。
　ここ数年来、地震・水害・雪害・停電と、大規模かつ深刻
な災害や事象が頻発しております。

‘05年11月に実施された原子力総合防災訓練は、新潟県
では初めての国レベルの訓練であり、今までにも増して
住民にとっては、現実味を帯びた注目度の高い訓練であっ
たと思います。
　地域の会では、各訓練会場に分かれ委員が視察した後、
数回の意見交換を重ねました。
　その結果、原子力発電所のある地域住民として、防災は、
それぞれが自分の事として捉える必要性を再確認いたし
ました。
　国・地方自治体に対して、今後は複合災害も想定される
べきこと、オフサイトセンターの更なる充実（ヘリポート・
報道スペースの確保）、現地本部の権限の見直し（迅速な
対応）など、訓練結果を踏まえて、立地住民の理解と納得
が得られる改善をされるよう望みます。
　東京電力株式会社に対しては、関連企業を含めた教育
や訓練、情報の共有等をされに拡大し、事故を起こさない
こと、更には、あらゆる想定のもと訓練を重ね、万が一に
備えられますよう望みます。
　なお、原子力総合防災訓練に関する、地域の会委員の意
見・感想及び質疑応答の詳細は、別紙添付いたしましたの
で、併せて検討くださるよう要請します。

平成18年２月１日

　　　　　　　　　柏崎刈羽原子力発電所の
　　　　　　　　　　　　　透明性を確保する地域の会

「
原
子
力
防
災
訓
練

　

視
察
の
ま
と
め
」

3



発電所を巡る主な　き(12月7日～3月1日)動発電所を巡る主な　き(12月7日～3月1日)動

日時：平成18年４月５日㈬　午後6：30～

場所：柏崎原子力広報センター（研修室）

日時：平成18年５月10日㈬　午後7：00～

場所：柏崎原子力広報センター（研修室）

長岡市　山崎　光輝さん

今後の「地域の会」定例会の開催案内
第34回定例会 第35回定例会

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文
を公開しており、資料をダウンロードすることもできます。
　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上
からも受け付けています。

http://www.t i ik inokai . jp

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。

会は公開で行われていますので、お気軽にお越しください。

「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」発行

信頼回復のために

無知無関心な私が
　　　貴会に望むこと

地域の会に寄せられた

編
集
後
記

編
集
後
記

事務局：財団法人　柏崎原子力広報センター　〒945-0017　新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号
　　　　　　　TEL　0257-22-1896　FAX　0257-32-3228　E-mai l　i n f o@t i i k i n o ka i . j p

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。

保
安
院　

原
子
力
施
設
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
国
際
原

子
力
事
象
評
価
尺
度（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）の
適
用
に
つ
い
て
結

果
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
の
定
期
検
査
開
始
に

つ
い
て
公
表

保
安
院　

東
北
電
力（
株
）東
通
原
子
力
発
電
所
第
１
号

機
の
使
用
前
検
査
合
格
証
の
交
付

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

・
１
〜
７
号
機
運
転
保
守
状
況
等
の
確
認

・
平
成
17
年
度
定
期
検
査
年
間
計
画（
変
更
版
）に
つ
い
て

・
不
適
合
管
理
状
況
の
概
要（
10
・
11
月
分
）に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
構
内
物
揚
場
で
の
け
が
人
の

発
生
に
つ
い
て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
流

量
計
測
用
配
管
等
の
点
検
に
よ
る
定
期
検
査
工
程
の
延

長
に
つ
い
て
公
表

保
安
院　

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
平
成
17
年
度
第

２
四
半
期
の
使
用
前
検
査
及
び
燃
料
体
検
査
の
合
格
並

び
に
定
期
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
原
子
力
安
全
委
員
会

に
報
告

保
安
院　

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
平
成
17
年
度
第

２
四
半
期
の
定
期
安
全
管
理
審
査
に
つ
い
て
原
子
力
安

全
委
員
会
に
報
告

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
原
子
炉
起
動
操
作

実
績
に
つ
い
て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の
出
力
低
下
に
つ
い

て
公
表

保
安
院　

東
北
電
力（
株
）女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
い

て
宮
城
県
沖
の
地
震
時
に
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
・

評
価
及
び
同
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
評
価
に
関
す
る
検

討
結
果
に
つ
い
て
、そ
の
報
告
内
容
は
妥
当
と
評
価
し
、

耐
震
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
に
お
け
る
制
御
棒
引

抜
監
視
装
置
の
不
具
合
に
つ
い
て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
屋
外
作
業
に
伴
う
け
が
人
の

発
生
に
つ
い
て
公
表

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
発

電
開
始
に
つ
い
て
公
表

新
潟
県　

東
京
電
力（
株
）に
対
し
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用

計
画
に
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
が
明
記
さ
れ
て
公
表

さ
れ
る
こ
と
は
地
元
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
う
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
適
切
に
対
処
す
る
よ
う
要
請

新
潟
県　

な
お
、原
子
力
委
員
会
に
対
し
て
も
同
様
に
当

県
の
状
況
に
配
慮
す
る
よ
う
要
請

保
安
院　

原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告
書「
実
用
発
電
用

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
高
経
年
化
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
」

に
係
る
指
示
文
書
等
の
制
定
等
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
流

量
計
測
用
配
管
等
の
点
検
結
果
に
つ
い
て
公
表

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

利
用
計
画
に
つ
い
て
公
表

「
Ｂ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
協
議
会
」の
設
立
に
つ
い
て
公
表

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

・
１
〜
７
号
機
運
転
保
守
状
況
等
の
確
認

・
工
事
計
画
の
概
要（
平
成
17
年
度
第
３
四
半
期
）

・
不
適
合
管
理
状
況
の
概
要（
11
・
12
月
分
）に
つ
い
て

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
に
お
け

る
制
御
棒
案
内
管
か
ら
の
溶
接
棒
の
回
収
に
つ
い
て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋（
非
管

理
区
域
）で
の
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表

保
安
院　

東
京
電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
第

６
号
機
の
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒
の
ひ
び
等
に
関
す

る
対
応
に
つ
い
て
東
京
電
力
に
対
し
て
指
示

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
放
水
口
サ
ン
プ
リ
ン

グ
建
屋（
非
管
理
区
域
）で
の
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表

東
京
電
力
社
長
の
年
始
ご
挨
拶
に
つ
い
て
公
表

保
安
院　

制
御
棒
の
ひ
び
等
に
関
す
る
点
検
に
つ
い
て

の
指
示
を
ふ
ま
え
た
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
の
運
転
中
の
原
子
炉
に
お
け
る
対
応
等
に
つ
い
て
確
認

保
安
院　

女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
宮
城
県
沖
の

12
月
７
日

８
日

９
日

16
日

19
日

22
日

24
日

26
日

27
日

28
日

１
月
６
日

10
日

16
日

19
日

20
日

地
震
時
に
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
・
評
価
及
び
耐
震

安
全
性
評
価
に
つ
い
て
原
子
力
安
全
委
員
会
等
に
報
告

東
京
電
力
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
制
御
棒
の
使
用

状
況
な
ら
び
に
動
作
確
認
状
況
の
経
済
産
業
省
原
子
力

安
全
・
保
安
院
へ
の
報
告
に
つ
い
て
公
表

新
潟
県　

新
潟
県
国
民
保
護
計
画（
素
案
）へ
の
意
見
募

集
開
始

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
４
号
機
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン

プ（
Ａ
）軸
封
部
の
監
視
強
化
に
つ
い
て
公
表

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
６
号
機
の
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型

制
御
棒
の
ひ
び
等
に
関
す
る
点
検
状
況
の
経
済
産
業
省

原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
提
出
に
つ
い
て
公
表

保
安
院　

東
京
電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
第

６
号
機
の
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒
の
ひ
び
等
に
関
し

詳
細
に
報
告
を
受
け
る
と
共
に
事
象
を
確
認

新
潟
県　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
監
視
調

査
年
度
計
画
案
に
対
す
る
意
見
募
集
開
始

保
安
院　

東
京
電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
第

６
号
機
の
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒
の
ひ
び
等
に
関
す

る
対
応
に
つ
い
て
指
示

保
安
院　

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
対
す
る
保
安
検
査
結

果
等（
平
成
17
年
度
第
３
四
半
期
）の
原
子
力
安
全
委
員

会
へ
報
告

東
京
電
力
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
ハ
フ
ニ
ウ
ム
板

型
制
御
棒
の
使
用
に
係
る
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保

安
院
へ
の
報
告
に
つ
い
て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
屋
外
作
業（
非
管
理
区
域
）で

の
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表

保
安
院　

東
京
電
力（
株
）福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
第

３
号
機
の
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
に
係
る
超
音
波
探
傷

試
験
の
判
定
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つ
い
て
報
告
を
指
示

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
の
原
子
炉
給
水
流
量

計
な
ら
び
に
復
水
流
量
計
の
実
流
量
試
験
に
関
す
る
疑

義
に
つ
い
て
公
表

原
子
炉
給
水
流
量
計
及
び
復
水
流
量
計
に
関
す
る
報
告

徴
収
に
つ
い
て
公
表

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

・
１
〜
７
号
機
運
転
保
守
状
況
等
の
確
認

・
放
射
性
廃
棄
物
管
理
状
況（
平
成
17
年
度
第
３
四
半
期
）

・
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
管
理
状
況（
平
成
17
年
度

第
３
四
半
期
）

・
使
用
済
燃
料
保
管
状
況（
平
成
17
年
度
第
３
四
半
期
）

・
不
適
合
管
理
状
況
の
概
要（
12
・
１
月
分
）に
つ
い
て

保
安
院　

東
芝
製
原
子
炉
給
水
流
量
計
及
び
復
水
流
量

計
の
実
流
量
試
験
デ
ー
タ
不
正
に
対
し
て
同
社
に
対
し

厳
重
注
意
し
立
ち
入
り
調
査
を
実
施

新
潟
県　

東
芝
に
よ
る
流
量
計
デ
ー
タ
改
ざ
ん
に
関
す

る
立
ち
入
り
調
査
の
実
施

新
潟
県　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
立

ち
入
り
検
査
の
実
施

原
子
力
発
電
所
の
９
×
９
燃
料
採
用
時
に
お
け
る
安
全

解
析
に
関
す
る
デ
ー
タ
入
力
の
不
適
合
に
つ
い
て
公
表

新
潟
県　

原
子
炉
燃
料
の
変
更
許
可
申
請
書
に
お
け
る

安
全
解
析
コ
ー
ド
へ
の
入
力
不
適
合
に
つ
い
て
情
報
の

公
開
を
要
請

保
安
院　

原
子
炉
設
置（
変
更
）許
可
申
請
書
に
お
け
る

安
全
解
析
コ
ー
ド
へ
の
入
力
不
適
合
及
び
電
源
開
発（
株
）

大
間
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
設
置
許
可
申
請
書
添
付

書
類
の
一
部
補
正
に
つ
い
て
同
社
に
対
し
厳
重
注
意
し

再
発
防
止
対
策
の
徹
底
を
求
め
た

保
安
院　

沸
騰
水
型
原
子
力
発
電
所（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）の
ハ
フ

ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒
の
ひ
び
等
に
関
し
中
間
的
に
と
り

ま
と
め

保
安
院　

東
北
電
力（
株
）女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
宮
城
県
沖
の
地
震
時
に
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
・

評
価
及
び
耐
震
安
全
性
評
価
に
関
す
る
検
討
結
果
に
つ

い
て
内
容
は
妥
当
な
も
の
と
評
価
さ
れ
耐
震
安
全
性
は

確
保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
東
北
電
力（
株
）に
通
知

25
日

26
日

31
日

２
月
１
日

３
日

６
日

７
日

８
日

10
日

11
日

14
日

17
日

28
日

３
月
１
日色

は
東
京
電
力
の
動
き

色
は
行
政
の
動
き

　

最
近
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
不
適
合
事
象

や
疑
義
等
の
情
報
が
多
く
発
表
さ
れ
、
地
域
の

会
の
運
営
計
画
も
そ
の
対
応
で
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
を
得
る
意
見
・

提
言
を
発
し
、
疑
問
点
の
詳
細
説
明
を
求
め
て

い
る
の
で
す
が
、
国
も
東
京
電
力
も
回
答
が
遅

い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

会
の
目
的
に
、「
原
子
力
発
電
所
を
事
故
無
く

稼
動
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
住
民
の
素
朴
な
視

線
に
よ
る
監
視
活
動
と
必
要
な
提
言
を
行
う
」

と
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
目
的
の
た
め
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
地
域
住

民
の
反
響
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
会
が
形
式
化
せ
ず
に
、
常
に
住
民
の

視
線
に
添
っ
た
意
見
や
提
言
を
発
し
て
い
く
た

め
に
は
、
市
民
・
村
民
の
皆
さ
ん
多
く
の
意
見
が

必
要
で
す
。
視
点
は
そ
の
接
点
で
あ
り
、
重
要
な

ツ
ー
ル
と
思
っ
て
い
ま
す
。
紙
面
の
構
成
や
、
も

っ
と
知
り
た
い
点
、
ご
意
見
・
提
言
等
々
多
く
の

投
稿
を
お
寄
せ
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

豪
雪
の
冬
も
終
わ
り
、
日
増
し
に
暖
か
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
花
粉
が
苦
手
な
人
に
は
大

変
な
季
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
花
粉
症
対
策
は

年
々
進
歩
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
臭
い
も
味
も

無
い
と
思
い
ま
す
が
、
花
粉
情
報
は
出
て
い
ま

す
。
防
御
を
怠
り
な
く
、
近
づ
く
明
る
い
春
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

（
運
営
委
員　

Ｍ
）

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

声

　柏崎刈羽原子力発電所に対しての地元住民の不信感は、
残念ながら完全に払拭されてはいない。最大の理由は、
大事に至らないにせよ、今まで少ないとは言えないト

ラブルがあったからに他ならない。しかし感情的な面も大きいようである。少々
乱暴な言い方になるが「ヨソの為の電力をヨソ者が作っている」からであり「安
全管理の面でヨソ者は信用できない」ということだろう。いざという時の即
応力やモラルは飽くまでも個人の資質ではある。しかし愛する家族、親戚や、
友人知人を近郷に抱え、共に根をおろしている地元出身者ならば安全管理に
ついて安心感や期待感が持てることも事実である。ここに「死んだって俺一人」
の単身赴任者（差別的で失礼な言い方ではあるが人間とはそう言うものである。
逆の立場を想像してもらうしかない）や一時的な配置換えで回ってきた人と
の間に地元民の抱くイメージの上で決定的な違いがある。
　トラブルの多くは油断から起きる。我々の頭の片隅には、今までのトラブ
ル（隠しも含めて）の内の幾つかは地元出身者が担当していたならば起きな
かったのではないかとの思いがある。
　今年も卒業、進学のシーズンとなった。毎年二百人以上が柏刈地区から大
学に進学する。その中には専門分野で優秀な人材もいるだろう。そういった
人達の為にも、将来安全管理部門で権限のある要職に就ける形での地元出身
者の雇用拡大が望まれる。

　原子力発電所の存在の善し悪しを話題に
あげる人がいまだいることに疑問を感じます。
今そのことを議論して何になるのでしょうか。

柏崎刈羽原子力発電所にて発電される電力は、電力の供給を止め
ることの決して出来ない日本の政官財の中心である関東圏へ送電
されています。代替エネルギーの研究、実用が現在の需要に追い
つかないのであれば、善し悪しを議論してもしょうがないのでは
と私は思います。
　私は今年37歳になりますが、原子力発電所は物心ついた時には
既にそこに存在し、ずっと稼動し続けています。そのことが苦に
なったこともありません。私が原子力発電というものに無関心だ
からでしょうか。しかし、私の知っている限りそういう人の方が
多いように思われます。もちろん、万が一の事故の発生を想像す
ると、不安はあります。（本当は想像もつきませんが・・・）
　だからこそ、地域の会の皆様には、原子力発電等のエネルギー
問題に無知無関心の私のような人間の代わりに、よりいっそう厳
しい目で国及び関係自治体、また事業者への監視・提言をぜひ続
けて行って頂きたいと思います。
　私は旧小国町に住んでいます。今は長岡市に合併はしましたが、
場所が移動したわけではなく、相変わらず発電所立地地域に隣接
したままです。そこの住民の声を拾ってくれる、また情報を発信
してくれる「視点」には感謝しております。これからの貴会の御
活躍御期待申し上げます。

柏崎市　小山　　聡さん

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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